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自治体や移住促進団体が常に抱いている、
４つの疑問に真剣に取り組みます！！

目的

① 誰が、どのように考えて移住をするの？？

② 誰に、どのように情報を伝えるの？？

③ どのように遊休資産を活用し移住者を呼びこむの？？

④ どのように地域一丸となって移住定住を促進するの？？



データで見る！移住者って何を考えどんな行動をしてる？
～移住者マーケティング研修会～１

開催日時：平成30年5月27日13:30～14:50 会場：中濃総合庁舎 参加者数：３２名

現状に違和感を持って移住の検討を始める段階から、

実際に移住を決めるまでの悩みの壁 は厚い！！

講師：園原麻友実
（前「おへマガ」編集長）

多様な価値観を持った移住希望者に対する
【段階的】かつ【重層的】な情報提供やアプローチが重要！！



地域の発信力をアップ！「インスタ映え」ってどうやるの？
～ ～SNS & 広報ツール活用研修会～２

開催日時：平成30年5月27日15:00～16:30 会場：中濃総合庁舎 参加者数：３1名

STEP1,2の研修を踏まえて、情報を届けたい対象

「理想の移住者」＝ペルソナ を考えてみた。

講師：奥村裕美
（フリーライター・エディター／NPO法人ORGAN）

まずは地域の課題を洗い出して「どんな人に移住してきてほしいか」
明確にしよう！ 対象にあわせた「見せ方」や「媒体選び」が重要！！



空き家に若者を呼び込む！
空き家活用と創業支援の「ツボ」研修会３

開催日時：平成30年12月11日10:00～12:00 会場：岐阜市商工会議所 参加者数：５３名

空き家活用 ＝ 民間が調整を担う公共事業
都市機能の変化や役割の低下にどう対応するの！？

講師2：大前貴裕
（株式会社ミユキデザイン）

魅力的なコンテンツの集積を図り、戦略的にエリアの価値を高めよう！
投資～回収まで“10年後”を見越した【事業化】の視点が重要！！

講師1：武藤隆晴
（郡上八幡産業振興公社／チーム町家）



官民連携してやろう！
移住の「ツボ」の政策化を学習する研修会４

「どうしたらいいだろう…」と悩んでくれる人がキーパーソン
課題と向き合い、解決策を模索 →  決める力 が鍵となる！

講師：川北秀人
（IIHOE[人と組織と地球のための国際研究所]代表）

行事から【事業】へ！ 定量的データに基づき課題やビジョンを共有。
地域の在り方や自治組織の役割を経営規模に即して見直すべし！！

開催日時：平成30年12月11日13:30～16:00 会場：岐阜市商工会議所 参加者数：５７名



本講座の教材のフルバージョンを
NPO法人ORGANウェブサイトで公開中！

NPO法人ORGAN

http://organ.jp/

http://organ.jp/


総括

① 定量的データに基づいた課題の認識が重要！

② 課題解決に取り組む際に重要なのは
まず何に取り組むのかを「決める」こと

③ 「どんな町や村にしたいか」を考え、そのために
「どんな人に来てほしいか」を明確にすること。

④ チャレンジにやさしい町であること。

④ 「事業」として継続できる仕組みであること。



今後の展開

① 好事例の発信や手法の共有を企図したセミナーを
継続的に開催

③ 自治体担当課や移住促進団体に対する、マーケティン
グ目線での助言が継続的にできる主体や仕組みの構築

② 移住定住促進事業における定量分析の手法など、
より実践的なセミナー等の企画・開催

以上、ご清聴ありがとうございました。


